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ミズガヤツリの防除に関する生態学的研究
Ⅲ.種 内 変 異 に つ い て
中 川 恭 二 郎
緒 言
ミズガヤツ1)(CyperusserolinusRoHb.)は日本全土に分布する多年生雑草で ある
が,近年,水稲の作期が早い東北,北陸および開通凍郡などの水田にとくに多 く発生する
ようになった.ltスガヤツリは繁殖力が強く,しかも大形のカヤツリグサ科の雑草で,こ
れが多発した水Elでは雑草害が大きく,防除に多大の労力,経'#がかけられている.その
防除法としては,耕起前や水稲生育期あるいは水稲刈取後の除草剤処fJiがあり (中川 ･宮
原 1967,林 ･橋爪 ･五十嵐 1967),また耕起やしろかきによる胡種的防除も有効である
(凋 1965,中川 ･服部 1971,1977)ことが明らかにされている.
ところが東北や北陸の各地で実施された除草剤の秋季処理試験の結果で効果が不十分な
場合があり,その原因として考えられるものに,処理後の低弘や処理血後の降雨の膨-nが
指摘された (宮原 ･中川 1969,1970).このような気象粂作の影-3･が効果変軌の原因とな
っている場合が少なくないとは考えられたが,なお変瓜のすべてを説明することは国難で
あった.たまたま,ミズガヤツリに外部形態あるいは生育時期を炎にする系統があり,塊
茎形成の時期にも差異があることを発見した.秋期処理除草剤の効果は塊茎形成の進行に
ともなって急激に低下することはすでに明らかにされており (中川 ･宮原 1967),形態あ
るいは生育の系統による差異もまた除草剤の効果の変動に関妹があるのではないかと考え
られた.系統fJE,tJの形態や生育特性の差輿は,単に除草.剤の効果に変動をもたらすだけでな
く,繁殖や雑草晋を左右する要因となる可能性もある.
そこで,全国各地からミズガヤツリの塊茎を採媒し,同一条件下で栽培Lて軽々の形質
について比較検討した.その結果,産地を輿にするものには菓 ･茎 ･花穂 ･地 卜茎などの
外部形態および優々の生育柳生に差児があり,また産地を同じくするものであっても,形
質を興にする系統が存在する場合もあることを認めた.
多年生雑草は米袋繁殖によって系統を保有することができ,生殖質を同じくする個体を
用いて試験を反復できるが, ミスガヤyリでは生育の揃った胴体を供試するために多大の
労力を要し,そのため供託系統数が限られた. しかしこれまでの研究結果によって各系
統の特性 および系統間の差異をかなr)明確にすることができた,系統間の差掛 ま防除の
難易を考える鮎礎としても韮要であると考えら′hるので, ここにその研究結果を報告す
る.なれ 本研究の大要はすでに日本雑草学会のp-凱il'会およびシンポジウムで発表してい
る.
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9月平均1L仙 上曜日牛お (HJJl.-lrmlの30年･平均)1ニよったT新允は71日,鵡恥市,'X原T T了 .
什敬前.磨.圧町.南国fl,)-L.jil町,Il_七F;1-m131)盲flは柵二は.それそトLWr,;fl.犠'(r,跳上 r[Y'JIJE,
徳払,rJr]/I.tl.齢rif.:.一.1,I;崎J)I,t･JlIJを,.L!人LL.
1970年の.試験は鴻鵜市の出様古曲TJf武映場で行li:ったが,1971年から197､5年 までの;試
験は倉敷TBの岡山大'苧鵬巣生的研究所で行なった.
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60cm角または63,2cm角の コ./ク')- トポノトおよび2,000分 のlaと5,000分の
laのワグネル ･ポットを用いた.試験年度別に仏式.ホ ントと拙付の時〕軌 方法などを示
すと次のとおりである,
試験年度 供 式 ;ドッ ト 帆lt時期 塊茎･7%'別 供武系統敬
1970 63.2cm角コ'/クリー ト･･ポット 5月1日 塊 茎
1970 同 上 8月lo員
1970 2,000分の laポ ノト 8月25日
1971 6Ucm角コンクリー ト･･+:ソト 5月15E]
1972 F'] ｣. 7J125日
1973 5,00O分の1aポット 8月30｢】
1974 2,000分のIaポット 8月16R
1975 60cm角コンクl)-ト･･ilyト 7月25n
?
???
?
???
塊茎を駈付ける場合は,依イ･j時期の10-15日和 二発芽肘 二塊茎を位床し,大きさの揃
った菓灸を塊_茎とともに移植した.げl'をhrl付ける頓か土,収集によって岬殖した禁条のう
ちから,糞長 15-20cm程度で大きさが揃ったものを選び,定植した. 塊茎 あるいは 曲
のtl糾す密度は コンク1)一 卜:t:ットでは1ポノト4本.2.000分の1aホノトと5,000分の
1aポットでは3本であった.ただし,i(JT5年のコ･/クリー トホットの訳奴では珠聞8cm
鴫帖20cmで24本的llけ,8月末までに出芽した榔殖薬条は出芽直後に抜きとって,過
r&:になるのを防いだ.また.1972年 7月25日に岨†小ナたコソク1)- トポノトに おける試
験では,8月18日に岬純度条を全部摘験して. ul.柚綾に兼条が過密にならないようにし
た.
1973年の試旅では,8月30日に塊茎を独伊ナた･fT トを,9)｣2日に 77イトトpン
の硝子室に入れ,11月 14日までに全期間 15OC.20-C.25Oc,30oCの処理をした.20oC
のみは変温,恒温の両処理区を設けたが.その他は変温処理区だけであった.変温処理
は,所定の温度をLI平均温度とし, 土4.5JCで6時に叔紋.14時に丘高上lfる,合成sine
curveによる変温を繰 り返すように設定した .
出鮎についての日長処理戒験は,5,000分の1aホノトに帆卜廿Tた14系統の ミスカヤツ
リを.岨付け後27日間は, ファイ トトロンの 25〕Cの力lラス宴に旺き,補光により16時
閥の長L]義仲とした. 全系統の兼良が 50cm以上になった とき. 明畑jを12.5時間,13
時臥臼よび13,5時間の3段階とした 人工,rP.明の クロースキャビネノトに全ボ,'トを移し
た.クロースキャビネットの照度は約 15,000luxで.温度は,]3時間は 29.5JC.11時間
は 20.5ccの昼夜切替の変温とした.
ミズガヤツリを女粥するイツトガをPj除するため.yイアジ/ソ粒剤 または MEP乳
剤を-まは'10口おきに散布した.
柴長,発条数,穂数および出柚Rflを適tHl.訊7なして.生育経過を追跡した.また.塊&_形
成191のrr.似あるいは終了後.土壌を洗い流して地 卜邦を取り出し,触笠と塊雀の状態を調
虎した.
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試 験 結 果
1.地上部の外部形態
ミズガヤツリの各供試系統について,英･花題 ･楓の外部形態を調光した.鮎の謝 r!質
については,楽条が1日碑にならない状態でLl舷した 1972年と1975年の材料について調光
した.兼や茎の生長には州税Jy]の早晩の影.･r-fが認められた.そこで,出拙jUほ でに葉が十
分伸長していた1970/1-と1971年の結盟を加 え,薬追 ･花里長の系統問の比較を行なっ
た,代表的な系統の地上部の形態をEgl版 1に示した.
調Tt結果の一部は実数で示した.しかし,実数では系統間の差異を比較しにくい形IBに
ついては,それぞれの.試畝にt,L∈試した全系統についての平tJ(血と令系統の伯との差.すな
わち偏差を求め,偏差の平均他に対する百分率によって開示した,
葉 長 と 葉 幅
第2襲(,=各系統の娼妓と鎗肘を′J'(した.
(a) 盛 長
1975年に供訳した 14系統について測証した8月7日の兼長と8月29日の兼長との問
の相朗繰敬は0･554であり,用例抹数はあ;iI)l･.':;くなかった.8月7日はいず′汁の系統も
乗数増加の途中であった.8月29nにはCM.K,M.0を除いた 系統は既に出触してい
て典数が増加することなく,C_VLK.0はその3口後に,Mは6日後に出触した, ミズカ
ヤツリではあとから発生ナる内側の旗.まど長くなるが,幼他の分化にともなって新鹿の発
生が抑止すると,その後の兼良の増
加は幼拙分化前に発生した難の仲良 22
によるだけとなる.そこで各系統に
ついて8月7日の糞長に対する8月
29日の兼良の比 (楽長比)を求め,
それと出槻Jg]との間の相関関係を詞
へたところ,両者の間には雛 1図に
示した傾向か認められた.すなわ
ち,出鮎がJlも早かったNBは,8
月7rlの繋損は巌も長かったれ そ
の後あまり伸長しなか-,たため集束
比がibi-小にな-,た.こノ山こ対し,出
秘が遅かったKや0は,8月7日の
楽長は大きくほなかったれ その後
著しく伸止して,8月29nには,
それぞれ良い方から2位と4位にな
り,その結果要具比も大きかった.
CMも出組が遅 く,8月29日の薬長は
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104cm で,供試系統小娘も長かったが,8月7日
の柴長が長かったために.典長比はKや0のそれよりも小さかった.したがって約 1回V)
ように,出穂が早い系統の兼長比が.出経が遅い系統のそれよりも小さかった.このこと
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によって,兼良について系統間の比故を行な う勘合には,出轍の早晩の影P.;を考IiiLなけ
ればならないことが示された.
そ こで,植付け時期が早 く,出穂までに十分葉が伸長していた 1970年 と 1971年の結果
を検討したところ, 第 2章 と郡 2図に 示 したように 系統問の大小には,1975年 8月7日
約2蓑 億の良さと】胴の系統お上び凋脚 剖抑二よる蔦果
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1975年 1971年
8月7日 8月29日 7 万T Tl
tm rtrL Prn
397 796 86.7
424 84,2 77.5
640 91.6 118.3
554 95.4 105.0
47.2 778 858
391 748 95,0
536 972 1017
49.5 82.3 90.0
572 1()43 103.3
474 恥.8
450 965 992
465 1022 9し7
43.8 846
493 93.5 79.2
I970年
7月24日
HLJL1
7と!8
rln.Ll
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85.9
72.7
8月7日 8月29日
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135 156
15.7 18I
137 147
135 16,1
13.0 17,9
13.8 ]54
121 142
145 14.8
12.0 129
143 】5,4
13.1 15.0
14.0 14.4
13.9 136
平 均
C.V.(%)
F目
し.S.D.
48.6 90.2 94.5
14.4 】0.5 72.4
94,7** Ⅰ9.l水♯
っ ?????
4,1 12.2
13.7 15.2
73 9.5
19.lH 47.2**
I3 1.2
(旺1)F値の*事は.系統間に1%水唯で有志な速がある.
('lE2)柴長に関する3年の値の分散分析 (1970年に肝試しTrかっ/こND.0,K.Ⅰを除いた
10系統について)結果の系統問の左のrJ一恵性:1975年の8月7日の値を用いた幼合
はF-7.01榊 . 1975年の8月29日の値む用いた塀合はF-100
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の結果とかなりよく似た傾向が認められた.これら3試験のいずれにも供試した10系統
の薬良についての年次間の-1~即娼孫数は,1975年8月7Ejと1971年および1970年との間
ては,それぞれ0.737,0.695であり,また1971年と1970年との間では0.672であった.
いずれも5%水準て有憩であり,3年の試験における穀長の系統胤の大小には,同じ価向
が認められた.一万,1975年t3月29Elの薬長と,1971年および1970年の共長との間に
は有意な相関は認められなかった. したがって,第2回の1975年の楽長は8月7日の測
定値を,示した.新潟産の NB,NC,埼玉産のSL,千集塵のCMなどは菓長が大きい系統
で,秋田産のA,山形産のYN,富山産の TYなどは小さい系統であった.1970年7月24
日Or)非長の尾大はNCの93.7cm,蝦小はTYの59.9cmであり,その差は大きく,全
系統の平均値の45%であった.なtuL,薬長の系統間Jj大小と比砲淵]の早晩との問には-
定の姻孫は認めらiLなかった.
形態あるいは代地脚などの
形質において差異が大きい5
系統を選んで,rJlt-なる温度粂
件下で穀増した結果の楽長の
変化を第 3蛙忙示した.各系
統ともl.I,171拙まど来島が大きく
なり,とくに20oCと25Ocと
の閲の叢が大きかった.25oC
のNBはこの調査の4rl前に
出租しており,そのu譜で韮
長が増大せずMよりやや低く
なった.15oCと20oCとでは,
NBの20oC以外は 出碓しな
かったが,この両温度間の韮
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祈3LiT風長に対すTJ弧JTEの膨哲の蔀掛こよる基jftl
長の差が YNでは著しく小
さく,Mでは大きかった.この結梨により,異なる温度条件｢てLで生育した場釦こも,これ
らの系統間の菓長の大小の順位は変らないことが示された. また,20ccの恒阻IJ(iの鹿島
は変温区の盤長とほとんど差はなか-1た.な丸 系統閥の教養の大小の凧/.■tは.性に述べ
た野外で生育したものについて比性した結果とほほ同じであった.
(b) 輩 軸
索幅の訓電結果も,第2表と第2L(lに/71-した.系統によって基1剛こ差があり,生育ステ
-ジが進んだとき菓恥が竹加する系統と,ほとんど変化しない系統とがあることが認めら
兼良との問の柵朋も低かった.
花茎の長さと幅
花基寅と花茎幅に ついては,髄の.-J,6,形,罰とといこ,1975隼の結果を第3蓑と第4回に
;｣＼した.花茎長 ･花茎qlF.ともに系統rTFHでかなf)の蔦があり,花茎長は薬長とのT抑二,花茎
幅は薬幅との闇に細J､相関が認めら′手した.7月25日に尚を情トjけた薬条かrPfdl.Ll.した花
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第 3袈 ミスカヤツ リ14系統の諸形質の各組統計丑
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掛 こついて測定したので,花茎長は楽長と同じく出穂期の影廿を受けており,植付時期が
早い場合には東北や北陸を産地とする系統でこの結果より長くなるものとみられる.
穂 の 諸 形 質
毒 薬 花茎の頂端に苗糞がつき,その中央から花柄がのびて花穂をつける (図版 I,
Il参照).大きな琶薬は3枚であるが,肉眼で観察できる琶薬の総数は9.4-6.3枚の範囲
であり,その平均値は7.5枚であった.琶乗数が多かったのはNB.NC,0などであり,
少なかったのはSL.SS,K,I,M などであった.苗案数の系統間の差は少なく,変異孫
数も小さかった.
同じ袖では早く出た歯薬ほど長く,演
い方から順に.第1雀兼,第2竃葉,罪
3琶薬と呼称し,その長さを測定した.
第1竃兼は きわめて長 く,撮長束長 の
60-70%に達した.長い系統はNC,SL
短い系統はNDとⅠで あったが, 1971
年の結果ではCMは長く0は垣かった,
薬長が長い系統は第1-&'薬が長く,第 3
竃葉の長い系統は花柄も長い偵向があ
り,第1を斐長と#r3選集長とでは他の
形質との関の閑係に おいても差異が認
められた.
花 柄 花柄数も系統間の差はあまり
大きくはなく11.5-7.5の恥欄で,変タを
係数は13%であった.系統間の大小の性
向はIL5乗数の場台とほぼ同じであった.
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第 4 表 ミスガヤツ
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XI x2 Ⅹ3 X4
0,399 -0720 0.446
-0354 0916
-0284
5%有意水埠:0544
1%有意水稚:0665
i:漣学 研 兜
花柄長の系統による変異の簡閲は広く,変異係数は22,1%であった.長い系統は NB.
NC.TYであり,西日本を産地とする系統およびSS,CM が腐かったが秋田産のAが特に
短かったのが特異であった,
花 穂 散状複合花序であるが,花柄の先端が枝分かれし,それに小穂が着生するだけ
でなく,枝分かれしない花柄に田接小梅が着生しているものも多かった,両者をこみにし
て花総数を数えた.1花篭当たりの花穂数は63-22の蒋閲で,系統間の変異が大きく,
とくに多かった系統は NCとTYで,ND.SL,0,K,M などでは少なかった.花軸が特
に長い系統は NB,NC,TK,Kなど,特に短い系統はYN.SL.SSなどであった.
小 培 小槻数の変掛 まとくに大きかった. NCとTYの2系統が極端に多く,CM,
0,K,Ⅰなどが少なく,M は在職に少なかった.小龍長は NBだけが特に長く,A.YN,
NC,SS,Ⅰなどが圧かった.
そう果 そう栗の1,000粒重は 279-437mgの範囲で,粕二重かったのは M とCM.
特に軽かったのは A とYNで,TY とNCも軽かった.痕も軽かったYNの1,000粒重
は塩も丑かったそれの3分の2であり,瓜北と北陣の系掛 こ軽いものが多かった.
諸形質間の関係
ミズガヤツリの薬 ･花茎 ･租の外部形態の諸形質には,系統間で変異があることが認め
られたが,こ,h.らの諸形質は独立したものではなく.他6-)形質の膨聖を受けているはずで
ある.汁l穐卿の早晩が輩長や花茎長に膨幣することは既に述べたとおりである.そこで,
菓 ･花篭 ･袖の諾形質に出穂期の早晩を示す到穂rl数を加えた14形質に ついて,相互間
の相関係数を求めた.その結果を第4蓑に示Lた.多くの形眉間に有意な相関が認めら
れた.ただし,第2琶生長と第3そ亘楽長との聞,1才~E茎当たりの花秘数と小穂数との間
および小鞄長と1小穂当たりのそう果敢とのrHlの相関係数れ 1975年の絶果ては0.894,
I)の到拙日数および基･花茎･相の詩形原の間の相他床数 日975年のi,A.Jt･)
憾 帖 脚 数 警 吏 去 苦 資 長 花純 化柄F< 化雌 花鵬 小那 吉Oふ 還
X5 Ⅹ6 X7 Ⅹ8 Ⅹ9 XlO X11 Ⅹ12 Ⅹ13 Ⅹ14
-0661 -0,319 0.〔54 -0.707 -()LIC5 -0.654 -0.406 -0,313 -0.194 0,455
-01C5 -007'1 0.672 -0128 -日..IEJ -UOT2 -O.3C5 ()2卜8 OIO2 0.584
0,890 ().136 -O.254 0419 0.592 ().689 O.dt;7 ()442 047() -0,25(I
-OO80 -a111 Lj.435 -O.336 -0.5LIR ICHj88 -り,533 ()_133 0.458 0784
t'L37.1 -UL:り5 (｣.15こ) ().5C8 Ll,TrJI Ll,▲i2!J O542 0.171 -()076
Oコ22 O703 05】8 UJGT 0.52rl 053i 0122 -().274
O350 -U.37_r' I7.23J 0154 0218 0.17LI O.ll)/1
0.169 0.F13こ～ 0,725 0535 0O30 -056.1
日.ill)F) OJ90 0-17,3 009() -0.593
059T O5TI O上113 -UH4
042L1 -0111 -06`II
O519 0.O15
O.568
.T;tu._V(I(JT9) 引
0.918,0.796であり,またこれF}3釦Lr,形貿は,いずれもその2形Iff以外の詣形質との閥
の関約 二おいて,きわめてよく近似していた.したがって,これら3組の形質は,そ′身Lぞ
九一･つの特性を別々の形質によってノjJtしたものと考えてもよい.そこてこれiL)2形質ずつ
の各代表として第3亡立鹿良,花穂良 小経典を選んだ.また8月7日の丑長は小槌良とそ
う果数との間に5ク拍く唯て丘旨なけIrgが認められただけであり,8月7日の花茎帖はいず
れの形Tfとの問にも有意な削r均が認められなかった.この時糊には,lKT;も花茎も急速に伸
長LhlEtナていたため,そのt.trl走値か系1仙司flの特性をJ適確には示していなかった可能性が
あった.そこで1(J7ry'rfから第2琶削主. 小袖放, そり異数 および8月7日の柴kとJILi
幅を除いた残tjv_31`1形質について, :'if班,ム絹Tfqrの-手法である上成分分析を適用した.
こ′れら14形TffJこついては,同じ訳的uIiL.f･でJi施した.[972年の紙リ工がある.1972隼には 13
系韓を供試し,1975年はそlf:･'に壱岐確のl系統を加えた14系統を駅前したのて,l畔F-の
結架を合せて27系涜とし.形質nLiけ川父旧 刊によY,たn山鹿26の主成分分析を行rLった.
第1.第21成分の寄与I.率はきわめて高 く,L,TJ者だけで80%近 くに迂した.那1,第2
日戊分にkLJするrql一負IFp'jiJT_のl-Yl布l当を祈5抑 こ示した.向上成分の鼻.f順 からil.･WrnJ刷の仝
I1
? ??? ? ?
?
化堪Lこ 1.0●●乳Lと●耶し 05位牡L-./｣､拙 kは 巾 馴 化肌● ●そう 姓lOOO相 打 I. ●刑地口放
棉5卜三さ 祁L rt1721.1N'J;,.二よけ ,iIJ形モ'LJj凹(-tLF'p7-L･'L
殻的な岨仁和二ついて次の､ことが ′r(きれた. (])川馳期が甲く,基の幅が広 く,花巻が.太
い系統には, Zi'英数,化的故 r-31よび 化馳数が /i,く,第3造築長,花柄堤,化軸比が)=き
い大形の鮎がつくものが争い.(2)糞の鵬や花茎の人士は皆瀬数や花柄長と同じ軌 句を/i-(
したが,巷襲長は第1tif態と第3位輩とて傾向が恥Fcり,第3屯兼良は繋帖や7Eフ削hlTある
いは轍の大きさと割iZなnJr;こ.-j･'るカV･,那1邑兼良は非iih･よTJ:花茎戊とU)間にもf鵜様が
あることが ,示された.(3)祖の.描形質の多 くは塵の偏や花常の太さとの間に 密接な軸係
にあったが, 小袖良は基や花篭の良さとも開院かあ り, またこ,iLらが 類い系統7:そう果
1,000粒屯が ･F.:かつI.i.(.Jl)そう･Lfと1,l)OOF:J重には,華長と 柁基長の折甲が大きいが,
rJ2 P,ri▲rTzlr-I/t
出穂の早晩とも幽節があり,葉や花茎が良く, 出租期が遅い系統のそう晃が虚かった.
(5)菓長と花茎長の2形質.薬幅,化基幅の2形JEfはともにそれぞれのl榊二密接な幽孫が
あり,また電束数,第 3笥楽長,花柄教なども葉幅や花篭幅とかなり密接な関係があっ
た.(6)そこで,軍費な形JBあるいはより正確にilEj定できる形質で代表的な7形質を選
び,その7形質 (到穂日数.花茎長.花茎幅,節1古井長,花風教,小穂長,そう果1,000
粒血)について主成分分析を行なったところ,1｣形質についての分析と近似した結果と
tEり,測定項lヨの省略が可億なことが/7,･された.
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'W NC1-l2､-こし＼ 一一､ 嘉 4ヽ北陛 ND
,tisr'r_17 モ成'ナ1/抑二よる11系統の:/-TFLt仰･4(窮1.1tlT2上成'rl)
第6剛 こ小した系統のスコア敵/fi図に･1'.'いて,r与吾北,北rJLLT)系統と周東L;l南の系統とに
大別された.さらに細分すると,東北と北陸の系鰍 土日J.馳弧が早く,融が大きい新潟産の
NB,NC,ND.h･よび富山産のTYの｣ヒ他系統上薬jF花湛か よか ､秋LU直のAと山形産の
YNとのii,JE系統に分けられた.またlW放以軸の系総ては埼玉産のSSだけ,'/･全休に小型
で,-ikJヒの系統にやや近い仰向を'TTLたれ 山裾gJが遅い宮崎産の1/Iと岡山碇の0との
組と.それらよりほ Lii触】切が早く,柴や化題が長 く拙もや千人きい埼 f‡産の SL,千変 膚
の CM.徳島産のTK言,tTJ如確のKの紬 二分け!:)れた.
2,生 育 特 性
葉 菜 の 増 加
1972年の試観ては.7月25円に 他日けた瓜が 痛√｢Tると粒】もなく旺iSな111'姫が始ま
り,菓魚数は8Jl卜旬へl州 )には,5日間で約 3-1倍に印加Lた.8J18日以降の 10日
17-TJで発条数が 炭も岬加したの:まTYで,13.-1倍にlLl), 次いで YN,0,M,CM などの
系統で多く増加し,12.3倍以上になった.こ.Lh二対し,:(R NC.ND,Kなどの集魚数は
SSGi;(lJ7Lj) lil
9,4倍以下であった,
一般に9月になり,塊茎形成)恥こなると噌肺の5'さいが急激に低下するが,その仰向が系
統によって兜'lCった.8月 16日に山を植付けた 1974年の試験では,節7LJ糾こ示したよう
に A,YN の認系統の 菓粂岬;uH串が9月上旬以後急激に 低下し,NC.SS.上のそれも少
し連れて次御 二低下した.一方,CM,0.M の諮系統の増加率は9月兼まであまり低下し
なかった.
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28-2-7-1ト17-22-27 28-2-7-1卜17-22JJ.
8J19月 8月 9月 8月 9才~】
I?l;Tl.4 塊雀形成榔g帥俄.I13･.rる-/it_糾†[･,1日キミT雌指
((L:.i) 1')Tj,'FBJ=IうUに.:.i)恥 の La･il:′卜.二Tfl',i･hAH.+f=
L,'L2) 牡患柵IJH川ヱ3/.､終軌平均tlfL
温鮭を節!.にす5甥合の雌餌J)経過を折,18仙 二示Lた.糾)明の葉負数 亡t,系統閲に羊かiXL'.
めI'号~tたが,そ･Ltらにはi占若時の地 卜筈分化の遅速が 彬懲している可能性がある.そこ
て,9月171日人後の姫範紋の梢加仰向のLrI-I,'与について述-る. 供,試したいずれの系統で
も訂.';温･土ど頻発数がiFYくなり,選一:まて棚 紬､こ雛綻Lた.15C と203Cに-h･いては,YN
とNBの発毛:.T･9nlTヒけ順 :I.･.三とんど4'.1加せず,SSとCM とでは9月 23H以後のfr.I
加がT1-に少なか ･.イ二か.Mは10T117日告でqzJ)Iが紋いた.251Cと30Cにおいては,
各系統とも9J12川 川細 川‖Iか･T-や衰え/JtqlLTムJ.J心 Lたれ ,[,･そ＼まで 鹿粂敬,Jj'･増加し
拭けた.
増姉の様相をさし)に詳しく調-るため,11月 14ト=こ地 F部を水で洗い.LJjL,眼*.'J)つ
ながりによって,各薬 もカ､分株'L,充Jf.した経過を調べ,薬粂故の増加の系統わよび弧度に
6Jl 姓乍 hJrだ
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耶rtlU1日 (日/月)
第 8回 1'ih1-糸の岬J州二対する弧性の膨郡の系統による遊興
よる差異を検剖した.その結果を第91割こ示した. 15OCと20oCで生育した ミズカヤツ
リの分株薬条は,親菓条から出た地下茎につくl次分株発条だけのものが多かった.ただ
し,SSは 15oCと200Cに.おいて,CM は 20JCにおいて,また11は 15OCにおいて,2
次分株薬条も少しだけ発生していた. しかし,20ccのM と25OCの全系統は2次分株菓
灸を多く発生し,250Cでは,YN以外の系鰍 よ3次分株薬集を発生した ものもあった.
この結果によって,地下茎の先端が伸長生長から肥大生長に転換する時期が高温ほどおそ
く,次々と新しい高次の分棟梁桑になっていったこと,YNや NBよりもSSやCM が塊
茎形成が遅く,Mはさらに避かったことが示された.
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152025 152025 1.52025 152025 152025(℃)
YN NB SS CM M
系統IilU'温度
耶9_4 分托.):位 別の九泉数とIT(i土のrd陳の系統にl:,-J剃一冬
出 穂
第 10(蛮=二は8月25日には'ilJ-汁
たミズガヤツ リにおける兼泉於と
社数 の増加帆句を′.t';した.その
瞬向では,AとYh'は似た性向
で9月22日以後増加せず,hTB.
NCは当初より増加が緩慢であ っ
た.これらの諸系統では9月4日
に.lj穂が認められ,9月18日 ま
でに般芦別こ触rJlナた全英条が.LU拙
した . また TY,SL.Tlくも9ノ1
22日までに 旧付けた仝腰灸が 山
地した が,SS.CM.K.Mでは
9月28日に なっても山地しない
集魚があった.9月4日までに出
芽した分株婁条は,.TiCでは9月
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･TflC･‡≡4繋糸敬と稚数の榔加の推抄 (1970年)
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18日までに,Aでは9月22｢lま
でに,NB,TY.TK では9月2'n｣までに川地した,しかし9月 11日以後に P.芽した菓
条は,いずれの系統でも9月28日までにはは槻Lなかった.
1972年および1975fトの7月25日にIL'付けた各系統のBl発条の 出払期を,全系統の平
均化紬)pjに対するn歎差で/i;したのが第 11r<1である.lrJ72年の平y_-)出穂期は9月7日で
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あったが,岬施薬灸を全部除去した 1975年には相槌が 10日早く,平均仙椎跡 よt;月 2t;
日であった.しかし両年とも,系統による出穂のr=F晩には同様な憤向が認められ 新潟産
の系統では,NBは平均,L随肌よりも7-10円早く.他の2系統も3- 5日早かった.つ
いで早かったのは, せ北,北陸産の 八.YN.TYであり.埼ji産のSLも平均用地ルは
r)甲かった. また,TKとIとは 平JIJ出願RJjより1口遅れただけであったれ 中国,四
国,九州を産地とする他の諸系統と千束の CM とは, さらに遮れ,Mの出租は著しく遅
かった.最もljかった NBから位も遅かったMまで,Ul槻i切の差は15-17日になった.
第 5表 に示したように,温度処理な行fEった襲駿では,15OCでは供試全系統が出払せ
チ,20oCでは NBの籾株の3分の1がEiJ穂しただけて奉った.出槌が最も早かった NT3
では,25⊃C,30oCでは 9月22r=lまてに 硯垂範は 全部山地した.次いでYN の出穂が早
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く,CM とM とは 25oCと30oCにおいて 3分の2の菓灸が出鞄し,M の出船期が CM
のそれよりも数日遅れた.SSは 250Cで2尭灸,30oCで 1薬粂出穂しただけであった.
以上の試験結果により,ミスガヤツリの出穂糊には,系統によって早晩があることが明
らかになった.その早晩は光周性によるところが大きいが,基本栄巻生長性も関与する
ものと推察された.そこで,楽長が 50cm以上になった ものについて,3段階の日長処
理を行なった.その結果,明糊 12.5時間と13時間とでは,植付後 45日前後から出穂し
はじめ,35日後までに全系統が山徹した.また,明捕 13.5時間では.痕も早い新潟産の
NBは楕付後45日後に皿穐したが,全系統が出穂したのほ77日後であった. 明潤の時間
別の各系統の出穂期を第 6蓑に示した.系統内の出堪り朋の変異は小さく,標準誤差が1日
節 6未 EJ央時間の長短によるミズカヤツリ話系統の到轍日数の差異
到 在 ET 故 l 到椎口数の系統開基
12珊 間 13.0■･lfn,L1 135脚 -1■ 125 130 135
46.8土05
46.0土07
445iO.3
47.5土0.3
46.0土00
46.3土05
475土03
50,3土0.3
54.5士1.8
46_5土0.3
48.3土0.3
498土03
47,OiO.9
M J 51.0±0.7
460±0〔1 50.3土0.3
48.0士04 558土1,0
418±0.5 455±0.6
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415±∩3 47､8土03
458±0,5 54.5土2,2
.453土O.3 51_5土0.3
49.3土U3 595土15
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46.5土0.3 590土2.5
47,3土1.i) 550土0.7
49.8土0.3 693土0.8
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日長 (剛切)時樹の剛の剖紬日数の買主のt松電
12.5:13.0.-t-I760 n-1=13
12,5:13.5･ ･ しこ4709** t(001)-3.012
13.0:135- .L=5.284叫 l･(0,05)-2160
以上になったのは明動 12.5時間で1系統,13時間で2系統だけであり,13.5時勘ては6
系統であったが,地大が2,5FTであった.その範伸内で既嘩誤差が比腔的大きかった系統
のうち,YN,TY,SS,Ⅰは,いずれも楽長が短い系統であり,CM と0はト'.租Jg]がおそ
い系統であった,各系統の明朋の時間差による到帖口数の差の有意性を検定したところ,
12.5時間と13時間との関には有grJi:差は認められなかった.そして,13時RElLJと13.5時間
との間で出穂の遅延が大きくなることが示された.なお,同一日長時間における到稚日数
の系統間差を,旭もTfrく出托したNBあるいは NDとその他の系統との間の到鞄日数の
差によって示したが, 12.5時i'pL_tと13時間とでは 10日以内てあったのに対し,13.5時間
は最大 31日であった.
各系統毎の明Jgj13時RfjLJと13,5時間とに榊ナる到穂日数の差を出船遅延日数とし,自然
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自然日Llにおける出増淵
第12EgF自然日長における他職糊とHl.馳遅延日数
(明朗135時間と13時間とにおける到拙
Eヨ敬の差)との馳係
日長下で最も正常に出穂し
た とみられる1972年の到
硬日数との関孫を'示したの
が第 12図で あ る,両者の
間には櫨めて高い相関があ
り,自然日長下における各
系統の出穂J抑こほ米用性の
l彩管が大きいことがわかっ
た.出願遅延口数が最も少
なかったのは NBの0.7E]
であり,NCの3.2日,ND
の3.3日,Aの4.3日とと
いこ,日長に反応し難いの
は北陸,血北の系統 で あ
ることが示された,中間の
グルーブには SLの6.2日
からSSの10.2日まで,埼玉 山形,'宙IJJjh･よび徳島を雌地とする講系統が含まれた.
1972年の試験に供試しなかったため,第 12凶には示せなかったが,壱岐蕗の Ⅰは出穂遅
延El敬が7.5E]で, この中間のグループに含まれた,†恥 日産の 0の出穂遅延ET数ほ12.5
日,千非産のCM では14.8日, I･L欄1産の KではlLJ.5日と順次遅延日数が大きくなり,
宮崎産のMではさらに大きく,24.8日であった.
塊 茎 形 成
1972年の試験では9月18日に,1975年の訊鮫では9月19rIlに土壌中の地下茎を掘l)
取り,その先鵜の塊叢化の程度を調森した.この場合.地下茎の光姉が全 く肥人せずに伸
長r卜のものを塊茎末形成.わずかi･ニ肥大して2mrTlよりも太くなった ものを塊茎形成的
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[:=コJ未 肥 大 E::コ 肥 大 始 団 肥大白色 I- 肥大褐色
(未形成) (形成始乃l) (形成初期) (形成中期)
ilJ113回 地下茎先端の塊茎化の円虻の系統による養界
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iU],肥大して鳩雀の形にはなって-いるが,表蚊がl′1色のものを塊茎形成初W],さらに肥-jC
が進み表皮が粘巴になったものを塊茎形成中iLJ]として分lJgiした.両年の結果がほは近似し
ていたので.両年のItTZ均伯を求めて同/T;したのが第 13図である.未形成が少なくて,塊
茎形成幸別明および朝 田のEL'-tJ.'w i阜かったのは, 京北のAとYNの両系統であり, ついで
北陸の NB.NC.TY の系統てあ.｢た,埼=lfのSSでは形成中1g]の塊茎は少なかったが.
形成的糊の塊篭が多く,塊茎形成の過行凝度としては北松のND.埼玉のSLと同石渡 か,
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分 枝 地 下 茎 系 統
■- 日- ･■●- YN
/,_.,君f:‥:>
i5 20 25 15 20 25
温 度 rc) 温 度 (℃)
析lIL勾 発′r:_部位別地下茎教の紺.iLTfl'-よU'系統による益興
1印
0--NB
▲~-- SS
A-I- CM
■-HM
LM H LMH LMH LMH
YN NB SS CM
系 続 お よ び 温 度
lj'il5惇l 地下集光31品の稔数日よJその塊茎化の有無の系統
tゴよ-UVA,-L度による益兇 (11月14日)
伯7:lJT■確
むしろやや早い方であった.lT-i-のCM,徳島の TKおよび壱岐のⅠの塊巻形成進行程度
はそれらより遅く,I.qIUの0,高知のKおよび宮崎の入1の3系統がとくに遅 く形成初期,
形成中期のものはなかった.なお出秘峰に行なった調光では先端が肥大していた地下茎は
なく,出穂が塊茎形成より発行していたことが認められた.
温度の彫冊 こ測する1973年の試験では,11月1JtRに処理を打ち切り,水で上額を洗
い流して地下uqiの調査を行なった,
節 14回に,1薬粂当たりの地下茎数を.発条のJl･部から発生した地下茎と地下茎の途
中から枝分かれした分枝地下茎とに分けて'示した. また1親腰粂当たりの地下茎允端数
杏,塊茎が形成されたものと,末形成のものとに分けて示したのが第 15回である.分株
発条から発生した地下茎をすべて加えた1親藩粂当たl)の総地 F茎数 (第 15回)は,高
温.5=ど多かった.25OCでは1親発条当たりの分横井集は多かったものの,そのうち2次,
3次の分株発条が多く,それらの非糸から発生した地下基が少なかった.そのため,1菓
粂当たりの平均地下茎敬は,25oCのものが 200Cのt,のより少なかった.宮崎の系統 M
の分枝地下茎数が20oCと250Cにおいて譜しく多かった.M の地下茎先端数が他の4系
枕より:持･しく多かったが,そのうちには塊甚(;形碇の先端が如 っゝた.M以外の4系統
では,いずれの温度でも
地下茎の発航は人部分塊
芸を形成していた.塊茎
形成地下茎先端数だけを
比較すると, 15OCでは
いす九の系統も少なく,
系統間の差は大きくなか
ったれ 20oCでは YN
が収も少な く,NB,SS.
CMおよびMの町亡に多
くなっていた.また25fJC
ではYNは少 なかった
メ,他の4系統r'Jlの益は
小さかった. この こと
は,20oC付近で地下茎
党側二村する温度の82幣
???
?
?? ? ??????? 梨 粂 党 ′Ii
塊_i未形成
塊 茎 形 成
lol3El.月並
YN NB SS CM M
系 統
印IGL･j9 2U-Cに1,･汁7.1也卜茎先端の塊等LLt旺行程jL畦
の系統.二､と,L長粒
が系統によってとくに大
きく見な(たことを,示している.そこで10)｣3円に,Tul並した 20OCにおける地 ド茎先端
の塊雀形成矧度をみると,第 16抑こ示したように地 卜隻脚 '73の総数はすでに YN･NB･
ss,cM の帆 ニ3,くなっていた. しかし,地下等先端のうち塊茎形成が進行していた允
端数の,!肘Tは,YNが84.5%,NBが82･Tqb'でもったのに対し,SSは41･3%･CM は
44.7.%とかなり低く,Mはわずかに3.6%て大SU'Iが･1こ形成であった･ なお,この時期
(10月3日)には1tの地下茎先端数はCIIよ･l)少lLく, この調丑時期以後に分任地 ド茎
がとくに多く発Jl:_し,その先端が肥大しないままであったことかうかがえた･
5LJLi(197い Tl
考 察
ミスカでツ.)は水田灘革のうちでは大型の雑草であり,水稲の'+-_育収皿に及ぼす膨河が
大きい.ミズカーヤツリでは,ELI轍するまでほ新薬の発生が続き,あとから出る集ほど長い
ために,山鞄後の楽長の系#I捌差異には出穐朋の早晩が彫網することを認めた.水仙こ発
生した ミズガヤツリと水稲との競争は, ミスカ､ヤツリの出穂娼は りもかなり早い時jP沖こ始
まることが多い.したがって,出穂以柚こ大きくなった ミズガヤツリについて,系統間の
兼長の大小を比使することがlf,'.要であると考えられる.そして,出鞄の膨轡が現れる前の
柴長には,系統間で大きい変典があることを認めた, さらに15-30oCの範蝿では気温が
高いほと葉がよく伸長することを認めた.しかし,系統関の葉長の順位が気温によって変
ることはなかった.このように ミズカヤツ.)の兵長は,生育時肌fsよび環境条件によって
変動し,系統間の屋姑も出穂前と山鹿後とで速うことか明らかになった.そして,T'.ji温下
では伸長がきわめて速 く,短期間に水稲の砕丈に近 くなるので,水舶 二対する雑草主桁こお
いて菓長の礁たす役割は大きいと考えられる.その場合,系統によって菓長に大きな差5y:-
があり,雑草諸の和腔も系統によって粍なるとともに, ミズガヤツリの架ノ文程度も系統に
よって児なるであ/3う,しかし私産ミズカヤツリが水田に広 く分布している如北,北陸,
関東頚部から採韻した.-#系統に,兼良が大きいもの小さいものの両者が駐在してbり,慕
統の地理的分化と発見とのLiEl掛 ま別らかではない.
租の謂形質にも系統間に差興が認められた,系統間の大小の胎位は形質によって追って
いたれ 高い桐粥が認められた形質も多かった.避長は基長および第 1笹薮長との間に高
い相関を/fIL,これの増大にともなってそう県の1,000粒並も増す厭向はあったが,その
他の鹿の諸形質との掛 二は有意な棚卸 土なく,I+う巣生産数に対してはt酎妾的な膨鞘は少
ないと考えられる.これに対し薬帆 とくに茎偏 (茎の人さ)か大きい系統では花柄数,
花柄長,lE触長,小組長など穂の多くの形質も大きく,そう巣生産数の増人に封する彫背
が大きいことが示された.租の.湘F;Y,矧 よ,その多くで,新潟産の NBあるいは NCが最
も大きく, 伯日本を産地とする系統には大きいものは少なかった. しかし･,k北産の Aや
YNの系統で(･よ小さく,西日本産にもTKなどのように 平均値よりも大きい系統もあっ
た . このような.1削rj罰相互の開園 工到槻EI数を加えて子了なった主成分分析によってさらに
明らかにさ′卜.諾形質のうち到穂日数,花茎長,花茎幅,第1巷棄長,化地数,小楯長,
そう果 1,000粒屯の7形f-[如tlU定することによって,各系統の特性について比嘩鋸 寸する
ことが可能であると判断さ,tLた.
Hackbarth(1935)は馬鈴%L･のPJl'･1i柾について,低緯度原産のものは短口型,Lい純度原
産のものは中性型,高純度原産のものは長日週であることを見出し,RayandAlexander
(1966)は北米各地から集めたオナモミの1廠Xanlh乙um SlrumalLumの限捌1;青桐が北部
の捷Ij]てほ約7.5時間であるのに南都のものは約 10時間であることを認めている. また
Sawamura(1967.1969)は日本各地の ミソソ/;の開花Jylと限界暗勘を調べ,北方産の
ものほど長n性であって,光周作によって区別できる北融道 (NN),確州北部(～),本州
中西内部一四国 (M),九州南部 (S)の4生J'･Lj型からなることを明らかにしている.ミス
ガヤツ1)については,薬,花茎,穂の外部形動 こ供試訴系統間でかなり大きい変異か認め
られたものの,外部形態だけでは,各系統の特性と産地の地理的位同との閥の関係か明瞭
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ではなかった. しかし,出粕淵と産地との間には,一定の関係があると考えられる.東
北,北陸産の系統はいずれも出槌期が早く,西El本虎の系統はいずれも遅 く,供試系統の
産地のうちでは投も南である北緯320の宮崎c)Mの出穂畑が蚊も遅かった. しかし新潟
産の NB.NC,NDの山番別g]が, よりTl.･J緯度の京北のAや YNより早く,千葉産の CM
がより低緯度の徳島産のTKや長崎塵のⅠよりも遅く出札しており,出穂mjの早晩を,
産地の経度との関係たけで考えることは妥当ではないようである.前記の馬鈴#･',オナモ
ミの一審,ミゾソバ以外にも,野生唖には緯度にしたがって蔵内変異の系統や生)'旗型が分
化するものがあることが知られている (河野 1974)が,作物に随伴する耕地雑草におい
てほ作物との関連も同時に考えるべきであろう.
稲の幼稚分化や出穂期はその地理的分布を支配する主要因であり,幼穂の分化はj悪日に
よって促進され,その分化が起るには一定の栄誠生長を必要とすることが, またその程
度が,品種によって異なることか明らかにされている (Noguchi1929,江口 1937,和田
1952,岡 1954,盛永ら1938,葉山1965).水田雑草であるミスガヤツリの出穂にも,柄
と同じ要凶が関与している可能性がある.5月に出芽した菓条は7月下旬になっても全く
出租しなかったが,7月25日に苗を定価したものは8月中旬から9月上旬の間に全系統
出札した.想Flによって幼稚分化が促進されるが,その粒度が系統によって輿なることが
うかがえ,明親を12.5時間,13時間,13.5時間の3段階とした 口長処理実験の結果,
出穂が遅延する限界が13時間と13.5時間の間にあることが 明らかになった.菅 ･草薙
(1975)はミスガヤツリが20時間の長口条件 卜では出廠せず,9時間の短日条件下で出
穂したが,山地の早晩と系統の地理的分布との間に朗係が認められなかったと報じてい
る. また,),･W(1965)は限界日長時間を12.5時開く-ちいと推定している.菅らの実験で
紘,出穂の韮本巣並生長性が考徹されておらず,また,9時間という極端な短日条件であ
ったため,系統聞差が現れなかったのであろう.木研究における温度に関する試験の結果
では,30oCと25oCでは山砲し,同じ日長条件下でも20oCではほとんど出札せず,普
た第 10回に示した結果では9月11日以後に什J.芽した雑魚が出穂しなかった.果山(1965)
は櫛の生育速度に対する適温は比較的高温であり,幼粘分化に対する適甑は比較的低温
であることを明らかにしている.限度に関する試験では,全期間一定の温度を保つため,
15eCや 20OCでは,第3岡の薬長にみられるように 25Ocよりも生育がおくれていた.
これらのことから,ミスガヤツリが光周反応によって勤勉が分化するのは,一定の発育段
階に適してからのようであり,それには温度も関係しているように考えられる.ミズガヤ
ツ1)の出梅に関する基本兼韮生長性については,今後の研究によって明らかにしたい.
ミズガヤツt)は集魚の基部から発生する地下茎の先端が新しい菓粂となり,次々と増靖
を拭ける.同範個体群においては,葉粂数が m2当たり500ぐらいになるまでは,一定時
間間隔の葉粂数が等比級数になる増加をするが,その間.塊茎形成が始まると増加速度が
忠徴に低下する.本研究の試験においても汚月上～中軸二は5日間で3-4倍になってお
り,その増加傾向に系軌間差異が認められた.ミズヵ'ヤツリでは塊茎形成期になると,そ
れまでは地表に向って伸長して新しい乗条を発生していた根茎の先鵜が肥大し,塊茎とな
る.そこで,9月上旬以後,発条敬の増加が東える時期の系統による差異によって,系統
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間の塊茎形成時糊の早晩を推定した.それによると,いずれの供試系統も,高払下では増
殖が離統するのに対し,20oC以下では, 相租か押倒されて塊茎形成が進行したことが示
された.その進行笹度に系統間て追いがあり,l_Ll形のYN が滋も早 く,新潟のNB.埼玉
のSSおよび千薬のCM の順に遅 くなることが認められた, 馬鈴薯の高温条件下におけ
る塊茎の形成には,一定の短日周期が必要であることは古くから知られている (Garner
andAlard1923,Chapman1958). さらに侶鈴巻では EI長 ･温度などの環境条件の変
化,または柵物体の齢の変化によって,体内の生長物質のレベルが変化し,その組架,ス
トロンが伸長生長から肥大生長に転換して塊茎が形放されることが明らかに されている
(Werner1934,Gregory1956.剛Jl1959,1960,1971.0kazawaandChapman1962).
畑雑草 ではあるが ミズカヤソリ
と同属である yelow nutsedge
(Cy♪erusesculeniusL)では長
時間照明,高濃度望避施用および
短時間照明下の高濃度ジベレリン
処理で塊茎形成が阻害され･高温 ,Jく24
下でも低め度窒素施用で塊溝形成
が促進されるが,逆 に糞粂形成 t上 22
は,長時間照明,芯吸塵窒素施用
および高温下の短時間照明で促進
されると報じられている (Garg,
BendixenandAnderson1966).
本研究における高温rFでの薬粂数
の増加には,これまで侶鈴背や
yelow nutsedgeでみられ た の
と同様な作用が働いている可能性
がある.
自然条件 卜でミスガヤツリの塊
上 中 下 上 中 下 (旬)
8 月 9月
祈171月 わが国各地の8月および91]の旬別平均ifu7hi
(1947-t9700)-平均,P_朋F一年必こよ,i)
-JP.形成が始まるのは8月 卜旬からrJ月中旬ぐらいで,こ0)時期の本州 ･四国 ･九州のFl長
峰｢LlrH･よ13.5時間から12時間の問であJ),Tr:)緯度ほど別糊が長い.同一F_1長粂作下で叔培
したとき,第 13国と第 16同に示したように,塊茎形成の進/T速度が系統によって児なっ
ており,産地が高粒度ほど塊茎形成の進行が早い傾向が認められた.岡山産の系統Oがそ
れよりも低緯度の徳島産の′rKや艮略歴のⅠよりも,塊茎形成が避かったということはあ
るが,出鞄の系統間差輿の場合よりも,産地の総皮との閑緑における逆掛 ま少なく,塊茎
形成における光周性の役ri.,Ljは かなり大きいと考えられる.一万,30oCや 250Cにおいて
ほ, 増殖が避 くまて継続して薬負数が多くなったのは,地下雀の先端が伸長生長から肥
大生長に転換しなかったためて,甜鼠による塊茎形成の抑制は,光周性と同様,血要IL要
因と考えられる.なお山井後間もない薬条でも,大きい薬条とほは同時に,塊茎を形成し
始めることを観察してぶり,.L冊如こ必聾な穿開と僻足した一姫の発育段階のようなもの
は,拙宅形成には朗t:7rZ己がないと考えられる.
わが国各地の8-9月平均克鼠の変化を第17回に,T:した.8月の気温はIll形でも23,6oC
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以上で,東条の生長やJT.7姫に過している.9月になると気温が急激に低下し,山形では中
旬に, 新潟では下LUに20oC以下となるが,宮崎や仙｣目上それよりも4-50CT･.L!;温であ
り,9月になっても,なお塊茎形成が抑制される可能性がある.塊茎形成時期の明和が山
形や新.#)では宮崎などよりも長いために,各系統それぞれの産地では,光周性による塊茎
形成時糊の糸統間差興がは,吉相段されて,同時に塊茎形成が始まる可能性がある.しか
し,払度の形印が強く作用し.北口本と何日本とでは,系錐固有の塊茎形成期の差以上
に,実際の塊茎形成時跡 こ早晩の差があるものと考えられる.
摘 要
1.ミズカヤノリの種内変異に聞する研究として.日本和也から採iJさした14系統のミス
ガヤツ')をrF･]一条件で栽培L,外部形,TBiと生育特性について,系統FDrJの差異を比較倹J･[し
た.外部形態としては薬 ･花農 ･継の諸形質を調査L,その結果について,到船EJ数を加
えて主成分分析を行f〔-'た.水糸の増加,出梅,塊茎形成などの生育特性については,戸
外の,試験だけではなく,出砲についてはEl長処理試験によって感光性の系統聞差異を,兼
灸のq'.加と塊茎形成については7 -/イ トトロソにおける就奴によって,温度に対する)豆応
の系統問差児を究明した.
2,薬長の系統間変異は大きく,奴もJ.<かった系統と尼も短かった系統との差は,全系
統の平均値の45%に及んだ. 出穂期までに十分伸長した吻合の菓長は約 120cm となっ
た系統もあった.幼触分化期以後は,新薬が発生しないために斐長oj榔加も止まった.し
たがって,その後の兼長の系統間の基には,出槌脱の早晩の形菅が大きかった.系統によ
る壌長の大小とその産地の地理的位旺との的掛王明らかではなかった.なお, .:.;温ほど薬
がよく伸長したが,系統間の粧1位は変らなかった.
3.輩 ･篭 ･穂の諸形質に到他日敬を加えた19形質のうち,形質間の朗係を調べるうえ
で虚要と考,iられた14形矧こついて,主状分分析を行なった.その折果,出租が早い系
統には,共が広く.花茎がj:くて,櫓も大きいものが多いこと,第3琶兼長は柏の詣形質
との問に密接な関係があるれ 第1琶襲長は糞長や花茎長との問にも13g係があること,兼
や花茎の良い系統では,そL')巣1,000粒丑がJLいことなどの諮形矧視の関係が明らかにな
った.
4.主成分分析の系統のスコア放布凶によへて, ミズーヵヤツリの詔系統は,丸rヒ,北陸
の系統とJ娼Ai'以南の系統とに大別され さらに前者は出抱欄が早くて勉が大きい北鞭の系
統と薮や花茎が短い東北の系統に,後者は仙拙期がとくに遅くて砧が小さい宮崎と岡山の
系統とその他の系統に純分された.ただし,埼玉のl系統と長崎の壱岐の系統とは東北,
北陸の即と関Iik以南の群との中間的な特性をもつ系統てあった.
5.1T3穂の盛掛こは,薬灸は10日間で9-13倍になり,その稲穂率が系統によって典
なった.300Cから15oCまでの温度の範囲では,il,.i温ほと恭粂数が多く, しかも,根茎
の伸長生長から肥大生長への転換が抑制されて,その先端から集魚を発生するために,遅
くまで卿範が継続した,逆に,低温では増殖が早く抑制L_ut,その程度に系統間差が認め
られた.供試系統間では寒地の系統ほど1.1殖抑制の時期が早く.その程度も大きかった.
8月25ETに植什けた戸外のミズガヤツ.)では. 舟北.北陸の系蹄が早く出穂し,英粂数
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の増加の停滞も早かった.また,9月11日以後に 出芽した紫集は,いずれの系統も9月
28日までには出拙しなかった.
6.自然日長における出穂は,東北,北陸産の系統が早く,中国.四国,九州の系統に
は遅いものが多かった.出穂がとくに甲かったのは,新潟産のものであり,宮崎産の系統
が最も遅 く,両者の差は 15-17日であった. 日長処理試験の結果, 明糊 12.5時間と13
時間との間では,いずれの系枕でも出租脚こ差がなかったが,明娼】13.5時閲では 各系統
とも出袖がおくれ,出穂が遅延する限界が 13時間と13.5時間との問にあることが明らか
となった.また,出穂の遅延日数 (別W]13,5時間における出租期と明期 13時FTpL]における
出船期との差)と,自然日長下における到穂日数との閥には,柾めて高い相関が認められ
た.このことによって,自然日長下における出穂期には光周性が強く膨坪していることが
明らかとなった. この光周性の系統問差異は,産地の粒度とは必ずしも対応しなかった
が,太平洋側の気配が高い産地の系統の感光性がとくに高 く,地理的分布と密接な関係が
あると考えられた.
7.塊茎形成の進行は,東北の系統が最も早く,次いで北陸の系統で, 岡山 高知,
宮崎の諸系統は いずれも遅かった.地下基の発適に対する温度の影響は極めて大きく,
15oCから250Cまでの範関では,低魅ほど地下茎数が少なく,15oCではいずれの系統も
とくに少なかった.塊茎形成LU]がとくに遅い宮崎の系統は,塊名化されなかった地下茎先
端数が高配でとくに多く,おそくまで分枝地下&'が発達する特異な性質をもっていること
が明らかになった.
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